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1 ．はじめに

　同時代史料としての金文（青銅器の表面に鋳込ま

れた，あるいは刻まれた文字）や甲骨文（亀の甲羅

や牛の肩甲骨などの甲骨に刻みつけられた文字）を

解釈するには，それらが刻まれた青銅器の真偽や成

り立ちを理解する必要がある．特に，文字が統一さ

れていなかった時代においては，各地域で異なる文

字が使用されていたため，その文脈についても考慮

しなければならない．また，青銅器そのものが後の

時代に作られた可能性もあり，その真偽を確かめる

ことも重要な作業となる．

　こうした解釈や情報を基に，金文史料をデジタル

アーカイブ化することによって，金文研究の基盤を

更に整えることができる．中でも，青銅器の拓本や

図像をデジタルアーカイブとして整理し，データ

ベース化することは非常に大切なステップであり，

これを実現することができれば，研究者や次世代の

人々が史料を利用しやすくなり，金文研究の発展に

貢献できるだろう注1）．

　現在，日本でも様々な資料のデジタルアーカイブ

が発展しており，国立公文書館や奈良国立博物館な

どでも整理を進めているが，金文のデータベース化

はまだ十分に進んでいない．甲骨文については，鈴

木・鈴木（2013）1），守岡（2014）2），石井ほか（2015）3），

柴田ほか（2017）4）などでデータベース化やデジタ

ルアーカイブ化などの研究が進められているが，金

文については研究の進捗がまだ見られない．筆者が

指摘したように，日本国内では，金文文献を入手す

ることが難しい場合もあるため，金文編や金文著録

簡目などの既存の書物を基に，データベース化して

いくことも重要である5）．また海外でも，台湾中央

研究院や北京大学考古文博学院などではデータベー

ス化が進展している．しかし，その情報は日本国内

であまり知られていない．

　以下では，日本や海外の研究機関でのデジタル

アーカイブ化の現状を把握するとともに，金文のデ

ジタルアーカイブ化のための課題や作業手順につい

て検討していく．
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2 �．同時代史料（金文，甲骨文）のデジタ
ルアーカイブ化と金文史料の所蔵機関

（１）　日本のデジタルアーカイブとデータベース情報

　デジタルアーカイブとは，アナログデータで存在

する様々な資料をデジタル化して，保存し，利用者

が検索や活用を行えるようにするシステムである．

情報の継続的な提供や意思決定，創造的な活動を通

じて，人々の生活の質や安全性を向上させることが

可能になる．日本国内では，国立公文書館や奈良国

立博物館などが様々な資料や史料のデジタルアーカ

イブ化を進めている．また，インターネットを通じ

て，オンライン上で歴史公文書や重要文化財などの

目録情報やデジタル画像が自由に閲覧できるように

なっているが，オープンデータベース化の程度や所

蔵データ数の豊富化という課題もある6）．以下では，

日本や海外でのデジタルアーカイブ化の状況と金文

史料所蔵の研究機関の動向について整理する．

１）国立公文書館デジタルアーカイブ7）

　国立公文書館デジタルアーカイブは，国立公文書

館が提供しているオンラインサービスの一つであ

る注2）．2005 年に運用を開始し，2010 年にリニュー

アルしている．このデジタルアーカイブでは，歴史

公文書や所蔵品などの目録情報やデジタル画像など

がインターネットを通じて無料で閲覧できるように

なっている（図 1）．このデータベースは日本の歴

史や文化を研究するための貴重な情報源となってお

り，その特徴は以下の通りである．

　まず，目録情報の閲覧ができることである．この

システムでは，歴史的な公文書や重要文化財などの

目録情報を検索し閲覧することにより，所蔵資料の

概要や所在地などを確認できるようになっている．

次に，国立公文書館が所蔵する文書や資料のデジタ

ル画像の閲覧はもちろん，高品質な画像を閲覧でき

ることや画像資料の詳細情報も把握することが可能

となっていることである．そして，キーワードやカ

テゴリーなどによる資料検索機能も充実しているた

め，特定のテーマや時代の資料を効率的に探索でき

る仕組みになっている．

２）奈良国立博物館所蔵品データベース8）

　このデータベースは，奈良国立博物館が所蔵する

展示品やコレクションに関する情報を提供するオン

ラインデータベースである注3）．一般人にも広く利

用されているが，このデータベースは以下のような

図 1　国立公文書館 デジタルアーカイブの検索画面
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特徴をもっている．

　まず，博物館で展示されている作品や文化財に関

する情報（彫刻，絵画，書跡，工芸，考古，中国青

銅器）を詳しく閲覧できることである（図 2，図 3，

図 4）．展示品や文化財の情報には，「国」，「時代」，

「作品の名称」，「作者」，「材料」，「品質・構造・形

状」，「寸法」，「展示場所」などの詳細な情報が含ま

れている（図 5）．次に，博物館が所蔵するコレクショ

ン全体を検索することができるため，特定の時代や

テーマに関連する作品を検索し，特定の作者や制作

物の情報を見つけることも容易となっている．さら

に，所蔵品の高解像度のデジタル画像の閲覧も可能

となっており，作品の詳細な観察だけでなく，展示

履歴や保管履歴など，作品に関する過去の情報，展

示期間や場所，修復の有無なども確認することがで

きる．作品に関連する資料や文献，研究論文などの

図 2　奈良国立博物館所蔵品データベースの検索画面

図 3　中国古代青銅器　検索結果（画像一覧）
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リンクも提供されており，作品に関する更なる情報

を入手できるシステムになっている．

（２）　海外の金文研究機関とデータベース情報

１）台湾中央研究院9）

　台湾中央研究院が管理・提供するデータベースは，

人文科学から自然科学まで，様々な分野の研究テー

マに関する情報を提供しており，歴史，文化，言語，

地理，生物学，物理学，工学など，幅広い分野が網

羅されている注4）．学術研究や教育目的に役立つ資料

を収録しており，古代中国文字に関する研究や学習

図 4　中国古代青銅器　検索結果（テキスト一覧）

図 5　中国古代青銅器　検索結果（詳細情報）
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においても貴重な資料・史料を保有している（図 6）．

　古代中国の甲骨文字や金文に関する様々な資料が

収録されており，甲骨文の卜辞（占いのための文字），

青銅器の銘文も含まれている（図 7）．例えば，「周

金文存」を検索すると，その所在が表示される（図

8，図 9）．次に，甲骨文や金文の画像がデータベー

ス内で提供されているだけでなく，テキスト情報や

解釈が提供されており，文字の意味や歴史的背景に

関する知識や情報を集められるという特徴をもって

いる．これらのデータベースは，一般の利用者に無

料で利用可能なオープンアクセスの形式で提供され

ており，誰もが容易にアクセスできるようになって

いる．

２）中国国家博物館10）や北京大学考古文博学院11）

　中国国家博物館は，中国の歴史や文化に関する博

物館である．この博物館は，金文や甲骨文などの古

図 6　「殷周金文暨青銅器資料庫」のデータベース画面

図 7　「金文關係文獻資料庫」データベースのトップ画面
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代文字を含む多くの展示物を所蔵しており，金文や

甲骨文の研究も行っている．データベースには，中

国歴史博物館が所蔵する金文や甲骨文などの古代文

字資料が収録されている．青銅器や甲骨に刻まれた

文字の写真や図像，それに関連する解説や研究論文

などもある．また，さまざまな時代にわたる金文や

甲骨文が収録されており，幅広い時代をカバーして

いることにより，古代中国の文字の変遷や歴史的な

背景を理解するための情報が豊富である．データ

ベースはオンラインで利用可能である．

　また，考古学と博物館学の学術機関である北京大

学考古文博学院では，金文や甲骨文を含む古代文字

の研究が行われており，考古学や文化遺産学，中国

史など，多岐にわたる学問分野がカバーされている．

そのため，考古学的，言語学的，歴史的な視点から

これらの史料を解析し，総合的な理解を深めること

図 9　「周金文存」の検索結果

図 8　「金文關係文獻資料庫」の検索画面
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ができる．北京大学は中国有数の総合大学であり，

膨大な資料や展示品を所蔵しており，金文研究に必

要な古代文献や考古資料にアクセスしやすく，金文

や甲骨文の解読やデータベース化が進んでいる．

3 �．金文史料のデジタルアーカイブ化に向
けての考察

　これまで見てきたように，金文史料のデジタル

アーカイブ化や収集・保存・所蔵は，日本，台湾，

中国などの各研究機関で進められている．しかし，

各機関の所蔵物のデータベースであるため，横断的

な検索は難しいのが現状である．また，データベー

ス化されていない史料も多く残ったままである．そ

こで，まず，デジタルアーカイブ化のための課題や

作業手順を整理する必要もある．以下では，金文史

料のデジタルアーカイブ化の課題や作業手順につい

て考察する．

（１）　史料の収集と整理

　金文や甲骨文のデジタルアーカイブ化の初期段階

の課題は，膨大な史料を収集し，整理することであ

る．これには，各地の博物館や研究機関からの収集

やデータ化，複数の史料の比較などの作業も必要で

ある．また，収集された史料は，デジタル形式に変

換され，適切なメタデータ（メタデータとは，デー

タに関する情報を記述するデータのこと）が付与さ

れなければならない．メタデータは，情報を整理し，

検索を可能にするだけでなく，データの信頼性や効

果的な利用を支援するために不可欠である．デジタ

ルアーカイブやデータベースなどの情報管理システ

ムでは，メタデータが正確に適切に管理されること

が求められる．目録としてのメタデータを付与する

基準の一つがダブリンコア12）である．ダブリンコア

の構成要素は 15 要素あり，内容は表 1 の通りであ

る．これらの要素を挿入することで国際標準に沿っ

たメタデータを付与することができる．そして，複

数の史料を比較することで，傾向や関連性を特定し，

データの正確性や完全性を確保していく作業を行わ

なければならない．

　例えば，金文史料の収集と整理は，以下のような

プロセスになるだろう．

１）史料の収集

　まず，金文や甲骨文の史料を含む青銅器や甲骨の

碑文などを収集する．先に述べた日本や海外の博物

館，考古学研究所，大学の収蔵品，個人コレクショ

ンなどから，金文史料の収集を行う．しかし，これ

らの史料は所在が不明確な場合もあるため，調査の

ための時間と労力が必須となる．この点については，

拙稿（藤本 2024）を参照されたい注5）．

２）デジタルデータ化作業

　次に，収集した史料をデジタル形式に変換する作

業がある．これには，青銅器や甲骨の写真やスキャ

ン画像の撮影，テキスト化，データベースへの入力

などが不可欠である．また，史料のデジタルデータ

化にあたっては，高解像度の画像や正確な情報の記

録が重要となるだけでなく，収集した複数の史料を

比較し，類似点や相違点を特定する作業が必要にな

る．これによって，同じ文字や図像が複数の史料に

表 1　ダブリンコアの 15 要素13）

基本記述要素名 表示名（※ JIS X 0836 に準拠）

Title タイトル

Creator 作成者

Subject キーワード

Description 内容記述

Publisher 公開者

Contributor 寄与者

Date 日付

Type 資源タイプ

Format 記録形式

Identifier 資源識別子

Source 出処

Language 言語

Relation 関係

Coverage 時空間範囲

Rights 権利管理
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現れる場合や，異なる時代や地域での使用の違いな

どを把握する．

３）メタデータの付与，データの整理と分類

　収集した史料データには，史料の情報や所在地，

撮影日時などのメタデータを付与し，データの管理や

検索を容易にする．そして，収集したデータを整理し，

適切な分類やカテゴリー化することによって，データ

ベース内の検索やアクセスの迅速性を保障する．

（２）　データの標準化

　史料の収集と整理の後には，文字の表記や画像の

形式などの標準化の段階に移る．これは，情報の効

率的な管理と利用を可能にするために大切な作業で

ある．標準化された文字の表記や画像の形式は，デー

タの一貫性を確保するために用いられ，仮に，同じ

文字や画像が異なる形式で保存されていると，デー

タの整合性や比較が困難になる．標準化により，デー

タベース内の情報が統一され，利用者が効果的にア

クセスできるようにする．

　また，標準化すると，異なるデータベースやプロ

ジェクト間でのデータの相互運用性を向上させるこ

とができる．例えば，複数の研究機関がそれぞれ独

自のデジタルアーカイブを持っている場合，標準化

された形式を使用することで，これらのデータを統

合して利用することが容易になる．さらに，標準化

は，データの長期的な保存と管理をしやすくする．

特定のファイル形式やデータ構造が時代とともに変

化する場合，古い形式のデータを読み込むことが難

しくなる可能性もあるが，標準化された形式は，こ

うした問題を軽減し，データの永続的なアクセスを

保障することに繋がる．

（３）　アクセスの確保と適切な保存・保護

　デジタルアーカイブ化された金文データベースを

活用しやすいものにするためには，ユーザーイン

ターフェースや検索機能の改善が重要である．使い

やすいインターフェースや効果的な検索機能を提供

することで，利用者が容易にアクセスできるように

する必要がある．また，データベースの存在や活用

方法を広く周知し，普及させていくことも不可欠で

ある．

　また，デジタルアーカイブ化された金文データは，

適切に保存し，データを保護する必要がある．その

ため，データのバックアップやセキュリティ対策，

データの永続的なアクセスを確保するための措置が

重要となり，データの保存場所や管理体制を確立し，

データの損失や破損を防止するための体制を整える

ことが求められるだろう．

4 ．おわりに

　金文史料をデジタルアーカイブ化できれば，金文

研究の基盤をより整えることが可能となり，研究者

や次世代の利用者の史料へのアクセスを容易にでき

る．現在，日本や海外の研究機関などでもデジタル

アーカイブ化とデータベース化が徐々に進んでいる

が，金文史料のもつ特質から，さまざまな課題や作

業手順があるのも事実である．本稿では，現在のデー

タベースや研究機関の取組み状況を把握しつつ，今

後，金文史料のデジタルアーカイブ化を進めるため

のアイデア出しを行った．本稿でのデータベース化

のための課題抽出と具体的な作業手順を基に，今後，

金文史料のデジタルアーカイブの試験的実装に繋げ

ていきたい．

注

1 ）歴史資料のオンラインデータベース化の意義に

ついては，さしあたり，山崎直子「漢字文献のオ

ンラインデータベースについての一考察」『鳥取

短期大学研究紀要』第 56 号（2007），pp. 15-18.

を参照．

2 ）国立公文書館のデジタルアーカイブ化について

は，八日市谷哲生「国立公文書館におけるデジタ

ルアーカイブの取組み」，『アーカイブズ学研究』

第 15 号（2011），pp. 4-15. を参照．
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